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年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
有
19年度 3 1 9 6 2 21（44％）
21年度 2 2 18 5 1 28（57％）
28年度 3 3 28 7 2 43（81％）
無
19年度 1 4 18 4 0 27（56％）
21年度 2 2 13 3 1 21（43％）





















年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
有
19年度 3 1 7 3 1 15（31％）
21年度 2 1 14 3 0 18（38％）
28年度 2 3 21 7 1 34（64％）
無
19年度 1 4 20 7 1 33（69％）
21年度 2 4 16 5 3 30（62％）
28年度 2 4 9 2 2 19（36％）
表３ 本年度の教育方針に具体的に記されたICFに関する文言の領域（複数回答あり）
領 域 等 19年度 21年度 28年度
進路指導・社会自立等 5（28％） 8（32％） 15（38％）
地域・関係機関連携等 6（33％） 8（32％） 4（10％）
実態把握・支援計画等 5（28％） 7（28％） 14（35％）
その他 2（11％） 2（ 8％） 7（18％）


















年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
有
19年度 2 1 7 5 1 16（33％）
21年度 2 2 13 4 1 22（45％）
28年度 0 3 18 4 0 25（47％）
無
19年度 2 4 20 5 1 32（67％）
21年度 2 3 17 4 1 27（55％）
28年度 4 4 11 5 4 28（53％）
表５ 本年度の経営方針に具体的に記されたICFに関する文言の領域
領 域 等 19年度 21年度 28年度
進路指導・社会自立等 5（25％） 2（9％） 0（ 0％）
地域・関係機関連携等 12（57％） 11（50％） 9（36％）
実態把握・支援計画等 2（9％） 6（27％） 1（ 4％）
その他 2（9％） 3（14％） 15（60％）















年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
有
19年度 3 1 8 5 1 18（33％）
21年度 2 1 15 5 1 24（48％）
28年度 3 3 23 6 2 37（70％）
無
19年度 1 4 18 5 1 29（62％）
21年度 2 4 15 3 1 25（52％）
28年度 1 4 6 3 2 16（30％）
表７ 本年度の教育指導の重点に具体的に記されたICFに関する文言の領域等
領 域 等 19年度 21年度 28年度
実態把握・授業・支援計画等 7（29％） 17（71％） 22（60％）
地域・関係機関連携等 9（37％） 7（29％） 9（24％）
その他 8（34％） 0（ 0％） 6（16％）



















年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
有
19年度 3 1 8 6 0 18（38％）
21年度 2 2 11 3 1 19（40％）
28年度 1 3 16 3 1 24（45％）
無
19年度 1 4 19 4 2 30（62％）
21年度 2 3 18 5 1 29（60％）
28年度 3 4 14 6 3 29（55％）
表９ 本年度の学校経営の重点に具体的に記されたICFに関する文言の領域等
領 域 等 19年度 21年度 28年度
教育環境の整備 8（35％） 7（41％） 7（29％）
地域・関係機関連携等 12（52％） 10（59％） 3（13％）
その他 3（13％） 0（ 0％） 14（58％）
計 23 17 24
表10 ICFを学校経営に導入していない理由
領 域 等 19年度 21年度 28年度
活用しづらい 1（ 7％） 0（ 0％） 1（ 9％）
研修中 4（28％） 9（56％） 0（ 0％）
メリットが分からない 1（ 7％） 0（ 0％） 2（18％）
理解が進んでいない 8（58％） 7（44％） 2（18％）
その他 6（55％）




















領 域 等 年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
個別の教育支援計画に
活用
19年度 1 1 7 6 0 15（47％）
21年度 1 2 10 3 1 17（45％）
28年度 1 3 18 4 1 27（44％）
個別の移行支援計画に
活用
19年度 1 0 0 2 0 3（ 9％）
21年度 0 0 6 1 0 7（18％）
28年度 0 0 11 0 1 12（20％）
個別の指導計画に活用
19年度 2 1 5 6 0 14（44％）
21年度 3 0 8 2 1 14（37％）
28年度 1 2 16 3 0 22（36％）














領 域 等 年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
実態把握に活用
19年度 2 1 6 5 0 14（37％）
21年度 1 0 16 3 1 21（48％）
28年度 0 3 16 5 1 25（44％）
単元計画立案に活用
19年度 2 2 5 2 0 11（30％）
21年度 2 1 6 1 1 11（26％）
28年度 0 1 12 1 0 14（24％）
地域支援・教育相談に
活用
19年度 2 0 6 5 0 13（33％）
21年度 1 2 5 3 0 11（26％）
28年度 2 3 11 2 0 18（32％）
その他 28年度 1 0 0 1 0 2
















年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
ICFの要素間構造図の
み活用
19年度 1 0 1 3 0 5（26％）
21年度 0 1 7 1 0 9（41％）
28年度 1 1 8 2 0 12（41％）
対象児童生徒と関連す
る部分のみチェック
19年度 2 0 7 2 0 12（64％）
21年度 1 2 6 1 1 11（50％）
28年度 1 0 9 1 1 12（41％）
全領域をチェック
19年度 0 1 0 0 0 1（10％）
21年度 0 0 0 0 0 0（ 0％）
28年度 0 1 1 0 0 2（ 7％）
その他
19年度 0 0 0 1 0 1（10％）
21年度 1 0 0 1 0 2（ 9％）
28年度 0 1 0 2 0 3（10％）
表14 ICFを活用しての問題点
領 域 等 19年度 21年度 28年度
チェックリスト 4（67％） 2（26％） 5（26％）
具体的場面への対応 2（33％） 4（50％） 4（21％）
評価中 0（ 0％） 1（12％） 8（42％）
地域の理解がない 0（ 0％） 1（12％） 2（11％）

















年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
有
19年度 1 0 8 3 0 12（25％）
21年度 1 0 8 3 0 12（24％）
28年度 0 1 1 0 1 3（ 6％）
無
19年度 3 5 19 7 2 36（75％）
21年度 3 5 22 5 2 37（76％）
28年度 4 6 29 9 2 50（94％）
表16 他の研修にあわせてICFの校内研修
年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
有
19年度 1 1 6 2 0 10（23％）
21年度 1 2 12 1 0 16（33％）
28年度 0 1 7 1 0 9（17％）
無
19年度 3 5 19 6 1 33（77％）
21年度 3 3 18 7 2 33（67％）

















年 度 視 聴 知 肢 病 計（割合）
有
19年度 0 1 11 4 0 16（48％）
21年度 2 2 10 3 2 19（73％）
28年度 1 2 3 3 0 9（21％）
無
19年度 3 4 8 1 1 17（52％）
21年度 1 1 3 2 0 7（27％）
28年度 3 4 20 5 2 34（79％）
表18 ICF-CYの認知度




19年度 0 1 3 2 0 6（13％）
21年度 2 2 18 3 2 27（57％）
28年度 0 3 21 6 1 31（58％）
ICF-CYという言葉は
聞いたことがある
19年度 4 1 20 6 1 32（68％）
21年度 0 2 11 5 0 18（38％）
28年度 4 2 9 3 2 20（38％）
ICF-CYについて聞い
たことがない
19年度 0 2 4 2 1 9（19％）
21年度 1 0 1 0 0 2（ 5％）
























視 聴 知 肢 病 計（割合）
ほぼ全教員が理解している 0 0 5 1 0 6（11％）
半数以上の教員が理解している 0 1 9 3 1 14（26％）
半数の教員が理解している 1 1 5 0 0 7（13％）
半数以下の教員が理解している 2 3 9 4 1 19（36％）
ほぼ全教員の理解が進んでいない 1 2 2 1 1 7（13％）
表20 保護者の理解について
視 聴 知 肢 病 計（割合）
有 0 1 8 1 0 10（19％）
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